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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜週間予定＞
・5/3～5/5　モーニングミーティングなし
・5/6～5/7　千田　悦子様外泊訓練
＜患者様連絡事項＞
・千田　悦子様～明日朝食をパンからご飯（軽食）へ変更となる。
・馬場　勝美様～明日よりヨーグルトから牛乳へ変更となる。
・民部田　和哉様～船場Drより排尿状況や腹満に注意して観察行うよう指示あり。
＜要注目患者様＞
・馬場　勝美様～不満や退院に関する訴えはないが、表情の硬さあり。声掛けには返答あるが、スタッフと目を合わせようとせず俯いている。
・民部田　和哉様～排尿に関して訴え有るが、説明にて了承している。身体不調の訴えはない。10:30自排尿確認している。
＜菅野Dr診察情報＞
・千田　悦子様～外泊中に行いたいことを主治医へ伝えている。5/28退院希望としており、
主治医も了承している。
・上村　みわ様～作業療法行っている事を主治医へ伝えている。本人より「薬減らせないの？」と訴え有り、主治医より「もう少ししたら減らす」と説明されている。
・滝田　英人様～血圧低値、身体不調訴え続いている事を情報提供し、本日夕より炭酸リチウム400→200mgへ減量となる。
・中川原　義雄様～腹部不快訴えており、トイレで頑張っていると話している。本人はヘルニアではなく、痔だと話している。
・出河　攻様～苛々感の訴えなし。主治医よりもう少し落ち着いたら減薬を検討すると説明されている。
・松田　健様～精神症状著変なし。

＜勉強会：R5年3月分＞
「精神看護」知的障害と適応障害　　　　　　　　　　　　　　
　知的障害とは、知的機能の障害が発達期（おおむね18歳未満）にあらあれ日常生活の中で様々な不自由が生じる事をいう。例として込み合った文章・会話の理解不徳手・おつりのやりとりの中で計算が苦手だったこと。また、障害にも個人差がある為自分の置かれている状況により支援や対応もちがってくる。

＜サポート方法＞

職場や学校で⇒失敗した経験などで自信

がもてず消極的、障害のある方が成功体験を通して自信を持たせるよう

にできることに目を向けた支援が求められる。

街中で⇒いつも通っている道路が工事中で予想外の出来事を臨機応変に対応できるよう困っていた様子に気づいて話しかけて希望を聞くようにしていく、

日常生活の中で⇒絵や記号を用いてわかりやすい内容に、漢字にはふりがなをつけて対応し自分の気持ちうまく表現するのに難しく対人関係をうまく築けない事がある。わかりやすい言葉で対応する様に心がける。相手の年齢に応じた言葉づかいで話すようにしましょう
＜知的障害と併発しやすい疾患＞
ＡＤＨＤや自閉症などの発達障害や抑うつや双極性障害、不安障害等の精神疾患を併発し
ているケースが多い事が報告されています。最近は、知的障害があるこどもへの早期療育
を行う例が増え早期介入し子供いあった環境の中で学ぶ事で今後必要となるスキルを早い
段階から身につけることができ、抑うつ等の二次的な問題を予防できるといわれている。

適応障害とは日常生活を送るうえで誰でも経験するストレスに反応している病気でさらに
ストレス耐性を超えたときに心身の不調が現れる病気。
＜適応障害になりやすい人の特徴＞
· 真面目で責任感が強い

· 几帳面で物事を徹底的にやらないと気が済まない

· 他人の目や評価が気になる

· 人から頼まれると断れない

· 心配症で傷つきやすい

· 気持ちの切り替えが苦手

· 人に頼るのが苦手で何でも自分で解決しようとする

· 繊細で変化に敏感

· 完璧主義で物事を白黒はｋｋりさせたい

· 自分より他人にお優先してしまう

· 空気を読むのが苦手

性格が適応障害になる要因のひとつでこれらの性格が当てはまったら必ず適応しょうがい
ではありません。ストレスがあまりにも強い場合には、個人の特性がどうであれ適応障害
を発症する可能性は誰にでもおこりうる病気といえる。

例

1， 仕事で起こるケース

· 上司や同僚との人間関係がうまく

· いっていない

· 業務内容が自分の性格や能力にあっていない

· 新しく配属された部署の環境になじめない

· 侵入社員や転勤で環境の変化に順応できない

· 管理職で責任を担うことのプレッシャーがある

· 仕事量が多く、常に仕事の事を考えていてやすまらない

· パワハラ・セクハラに苦しんでいる

2、プライベートの死活で起こるケース

・パートナー（夫・妻）との不仲

· 母親や父親との親子関係悩みがある

· 義理の両親とうまく付き合えない

· 育児や教育で悩んでいる

· 引っ越しで環境の変化になじめない

· 経済的に不安がある

· 失恋や離婚

· いじめ

· 受験や就職活動の失敗

· 慢性疾患やがん治療

· 災害

＜適応障害の対処方法＞

1、 ストレス原因の排除

対処法：ストレスの原因を見つけて排除

ストレスになる出来事やどんな環境に適応できなかったのかを見極めることがた
いせつ。見つかったら周りの協力も得てストレスを減らしていく。

2， 認知行動療法

対処法：自分の考え方のクセを知り物事の捉え方を広げる事でストレス耐性を上げる事が
できる

3， 薬物療法

対処法：薬物療法と環境の調整

やカウセリングも合わせて行うことがたいせつ。

適応障害はうつ病と違い一過性の藻であるため、ストレスから離れる事で症状治ったり、
何もしなくても日常生活を送ることでなおっていることがほとんどです。適応障害はスト
レスが原因で引き起こすことから、原因を明確にしてストレスから離れる事で改善できる

